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白
幡
神
社
（
市
内
早
野
）
の
拝

殿
の
向
拝
（
御
拝
と
も
、
正
面
階

段
の
庇
の
部
分
）
中な

か
ぞ
な
え備（

柱
や
組

み
物
の
間
に
あ
る
桁
を
支
え
る
支

持
材
）
に
、
玉
を
握
り
し
め
火か

え
ん焔

を
棚
引
か
せ
て
い
る
龍
が
配
さ
れ

て
い
る
。
木き

ば
な鼻

（
頭か

し
ら
ぬ
き貫や

虹こ
う
り
ょ
う梁の

端
が
柱
の
外
側
に
突
出
し
て
い
る

部
分
）
の
両
端
に
は
振
り
向
き
獅

子
が
添
え
ら
れ
、
籠か

ご

彫
り
は
両
方

と
も
「
波
に
蓑み

の

亀
」
で
飾
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
防
火
の
意
味
を
表

し
、
ま
た
長
寿
の
意
味
を
も
併
せ

持
つ
。

▲「龍の図」　中備　白幡神社
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人
の
河
の
中
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山
本　

明
美

何
処
を
見
て
も
人　

人

大
人　

子
供　

老
人

男　

女

一
体
何
百
人

何
千
人
居
る
の
だ
ろ
う

同
じ
言
語
を
話
し

笑
い
歩
く
人　

人

肩
が
触
れ
合
う
程

近
く
に
居
て
も

こ
の
人
達
の

誰
を
も
私
は
知
ら
ず

挨
拶
も
交
わ
さ
な
い

師
走
の

同
じ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

た
ま
た
ま
同
じ
時
間
に

居
合
わ
せ
た

そ
れ
だ
け
の
お
互
い

全
く
無
関
係
な
間
柄

忙
し
く
行
き
交
う

人
波
の
中
に
居
る
と

こ
こ
は
ま
る
で

異
郷
の
街
で

冷
た
い
風
だ
け
が
過
ぎ
る

そ
ん
な
時

少
し
離
れ
た
前
方
か
ら

見
慣
れ
た
笑
顔
が
一
つ

手
を
振
り
な
が
ら

走
っ
て
来
る
姿
に
頬
が
緩
ん
だ

◎選評　斎藤正敏
　何処をみても人、人、人。師走のショッピングセンターは人の波。たまたま同じ時間に居合わせた群衆への違和感。
そんな時前方から見慣れた笑顔が一つ。思わぬ知人の出現に頬を緩める作者。群衆が持っているひとつの顔だ。
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彫
工
小
松
光
春
に
つ
い
て

　
　
　

制
作
年
は
、
龍
裏
面
の
刻
銘
に

よ
り
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）

５
月
で
、
彫
工
小
松
光
春
が
手
掛

け
て
い
る
。
住
所
や
年
齢
は
刻
ま

れ
て
い
な
い
が
、
他
の
作
品
に
よ

り
、
光
春
は
向
島
住
で
、
歳
は
65

歳
と
分
か
る
。

光
春
の
作
が
市
内
谷
本
の
根

之
神
社
に
も
見
ら
れ
、
中
備
に
設

置
さ
れ
て
い
る
龍
は
白
幡
神
社
の

も
の
よ
り
一
回
り
大
き
い
。
木
鼻

は
振
り
向
き
獅
子
で
飾
ら
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
作
品
の
制

作
年
は
不
明
で
あ
る
。

市
内
か
ら
離
れ
、
国
道
１
２
８

号
線
沿
い
の
長
生
村
金
田
に
金
蔵

寺
が
あ
る
。
境
内
に
薬
師
堂
が
あ

り
、
そ
の
中
備
に
は
鳳
凰
が
配
さ

れ
て
い
る
。
鳳
凰
の
裏
面
に
「
大

工
棟
梁
大
矢
政
治　

彫
刻
師
小
松

光
春
」
と
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。

制
作
年
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い

が
、
住
職
の
談
に
よ
る
と
、
昭
和

12
～
13
年
頃
の
も
の
と
い
う
。

光
春
は
一
時
茂
原
に
住
ん
で
い

た
と
伝
え
ら
れ
、
他
の
作
品
は
無

銘
で
は
あ
る
が
、
八
幡
神
社
（
市

内
萱
場
）、
御
崎
神
社
向
拝
（
市

内
本
小
轡
）
に
見
ら
れ
る
。

佐
原
の
祭
り
で
有
名
な
山
車

に
、
光
春
の
作
品
が
見
ら
れ
る
。

荒
久
区
の
山
車
の
格ご

う
て
ん
じ
ょ
う

天
井
（
昭

和
４
年
）
や
、
八
日
市
場
区
の
山

車
の
格
天
井
に
も
見
ら
れ
、
箱
書

き
に
は
「
御
大
典
記
念
昭
和
三
年

十
一
月
成
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
太
閤
記
か
ら
の
彫
物
な
ど

も
刻
し
、
出
来
は
秀
作
で
あ
る
。

光
春
の
系
譜
は
後
藤
の
流
派

で
、
龍
鑑
寺
（
市
内
七
渡
）
の
欄

間
を
手
掛
け
た
名
工
長
坂
友
雅

の
門
人
小
松
吉
治
郎
か
ら
小
松

豊
次
郎
、
そ
し
て
小
松
重
太
郎
光

重
（
光
春
の
父
・
本
所
住
）
と
続

き
、
そ
の
光
重
の
三
男
が
光
春
で

あ
る
。

初
代
光
重
は
明
治
33
年
パ
リ
万

国
博
覧
会
に
出
品
し
三
等
を
受
賞

し
て
い
る
。
二
代
目
光
重
は
八
王

子
の
山
車
や
高
尾
山
薬
王
寺
な
ど

の
彫
刻
を
手
掛
け
て
い
る
。

市
内
の
光
春
の
作
品
は
あ
ま
り

無
く
、
技
量
は
そ
こ
か
ら
汲
み
取

る
の
は
難
し
い
が
佐
原
の
山
車
を

見
る
限
り
、
立
派
な
力
量
の
あ
る

彫
刻
師
と
い
え
る
。

茂
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片
岡　

栄

議
会
報
告
会
は
、
議
員
自
ら
が
直
接
報
告
・
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。　
　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
録
画
配

信
で
実
施
し
ま
す
。

　◆
配
信
日
時　
２
月
15
日
㊊
９
時
～

◆
配
信
方
法

茂
原
市
議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
て

録
画
配
信

◆
内
容

・
議
員
に
よ
る
定
例
会
（
令
和
２
年
３
月
～

　
令
和
２
年
12
月
）
の
報
告
等

①
常
任
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て

②
特
別
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て

・
市
民
か
ら
の
意
見
紹
介

市
議
会
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前
に

市
議
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
意
見
募
集
フ
ォ
ー
ム
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
一

部
紹
介
し
ま
す
。

※
ご
意
見
は
１
月
25
日
㊊
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

議
会
事
務
局
（
３
階
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